
(57)【要約】

【課題】笠部をなくし意匠性を向上させ、ガラス開口部

分を大きくし、パネルのブレ・ズレ等の移動を無くし、

膨張の吸収・衝撃の緩衝を図る。

【解決手段】底部２７と側部２８とからなる断面略Ｕ字

状のパネル保持材２０において、パネル保持材２０の高

さは、框１０の保持材配置溝１４の深さと略同一高さと

する。側部２８の外側は保持材配置溝１４を形成する框

１０の框のパネル保持部１１と当接可能とし、側部２８

の外側には、框のパネル保持部１１に係止する係止突部

２５を設け、パネル保持材２０の内側の上部と中間部に

は、パネルＰの平面部Ｐａと当接可能な挟持舌片２２を

形成する。パネル保持材２０の内側の下部には、パネル

Ｐの端面部Ｐｃと当接する受舌片２３を設け、受舌片２

３をパネル端部Ｐｃに当接させて、パネルＰの長さ方向

の支持を安定的に保持させる。底部２７の下部に脚片２

４を設け、サッシの底部２７内でガラス保持部材２０を

安定的に支持させる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
底 部 ２ ７ と 側 部 ２ ８ と か ら な る 断 面 略 Ｕ 字 状 の パ ネ ル 保 持 材 ２ ０ に お い て 、
該 パ ネ ル 保 持 材 ２ ０ の 高 さ は 、 框 １ ０ の 保 持 材 配 置 溝 １ ４ の 深 さ と 略 同 一 高 さ と し 、 上 記
側 部 ２ ８ の 外 側 は 上 記 保 持 材 配 置 溝 １ ４ を 形 成 す る 框 １ ０ の 框 の パ ネ ル 保 持 部 １ １ と 当 接
し 、
前 記 側 部 ２ ８ の 外 側 に は 、 前 記 框 の パ ネ ル 保 持 部 １ １ に 係 止 す る 係 止 突 部 ２ ５ を 設 け 、 上
記 パ ネ ル 保 持 材 ２ ０ の 内 側 の 上 部 又 は ／ 及 び 中 間 部 に は 、 パ ネ ル Ｐ の 平 面 部 Ｐ ａ に 当 接 す
る 挟 持 舌 片 ２ ２ を 形 成 す る と 共 に 、
上 記 パ ネ ル 保 持 材 ２ ０ の 内 側 の 下 部 又 は 底 部 に は 、 パ ネ ル Ｐ の 端 面 部 Ｐ ｃ と 当 接 す る 受 舌
片 ２ ３ を 設 け た こ と を 特 徴 と す る サ ッ シ の パ ネ ル 保 持 材 。
【 請 求 項 ２ 】
底 部 ２ ７ の 下 部 に 脚 片 ２ ４ を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の サ ッ シ の パ ネ ル 保 持
材 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 挟 持 舌 片 ２ ２ の 素 材 を 軟 質 合 成 樹 脂 と し 、 前 記 挟 持 舌 片 ２ ２ 以 外 の 部 分 の 素 材 は 硬 質
合 成 樹 脂 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の サ ッ シ の パ ネ ル 保 持 材 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 が 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 建 物 の 窓 等 の サ ッ シ に ガ ラ ス 、 樹 脂 パ ネ ル 等 の 板 体 を 装 着 す る た め の サ ッ シ
用 の パ ネ ル 保 持 材 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 建 物 等 の 窓 用 の サ ッ シ に ガ ラ ス 等 を 取 付 け る た め の ガ ラ ス 保 持 材 に つ い て は 、 種 々
の 発 明 ・ 考 案 が な さ れ て い る 。 そ の 一 例 と し て 、 Ｕ 字 形 で 傘 部 が な い も の （ 特 許 文 献 １ ）
、 底 部 下 面 に 脚 が 設 け ら れ て い る も の （ 特 許 文 献 ２ ） 、 或 い は 、 Ｕ 字 形 の パ ネ ル 保 持 材 の
内 部 に パ ネ ル 端 部 の 受 け 部 を 設 け た も の （ 特 許 文 献 ３ ） は 、 そ れ ぞ れ 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し な が ら 、 上 記 従 来 の パ ネ ル 保 持 材 に お い て は 、 パ ネ ル の 寸 法 精 度 、 製 作 誤 差 等 に よ
り 、 ガ ラ ス 押 え 部 と の 間 に 隙 間 が 発 生 し て パ ネ ル が ガ タ つ く こ と が あ っ た 。 特 に 、 最 近 で
は 室 内 建 具 に お い て 、 重 さ 、 色 合 い な ど に よ り 、 ガ ラ ス の 代 わ り に 樹 脂 パ ネ ル を 使 用 す る
こ と が 多 く な っ て き て い る 。 樹 脂 系 の パ ネ ル は 、 無 機 質 系 の ガ ラ ス よ り 熱 膨 張 率 が 高 く 、
上 記 従 来 の パ ネ ル 保 持 材 に お い て は 、 そ の 設 計 に 当 た っ て 、 前 記 熱 膨 張 に 伴 う パ ネ ル の 伸
縮 を 考 慮 す る 必 要 が あ る が 、 断 面 Ｕ 字 状 で 傘 部 （ サ ッ シ の パ ネ ル 保 持 部 へ の は み 出 し 係 止
部 分 ） な し の パ ネ ル 保 持 材 で は 、 パ ネ ル 保 持 材 の 底 部 が 框 の 底 面 に 当 接 し て お り 、 パ ネ ル
保 持 材 の 伸 び を 許 容 す る 構 造 で は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 許 第 ２ ７ ６ １ ９ ７ ７ 号 公 報 （ 特 に 、 図 １ 参 照 ）
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 １ １ － ８ １ ８ ０ ６ 号 公 報 （ 特 に 、 図 ２ 参 照 ）
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － １ ８ ２ ４ ４ ８ 号 公 報 （ 特 に 、 図 １ 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し た が っ て 、 本 発 明 の 第 １ の 課 題 は 、 サ ッ シ 用 の 傘 部 の な い パ ネ ル 保 持 材 に お い て 、 パ ネ
ル の 熱 膨 張 等 に 伴 う 伸 縮 ・ 寸 法 誤 差 や 衝 撃 の 吸 収 を 円 滑 に 行 う こ と が で き る パ ネ ル 保 持 材
を 提 供 す る こ と に あ る 。
ま た 、 本 発 明 の 第 ２ の 課 題 は 、 ガ ラ ス 押 え の 形 状 を 安 定 的 に 保 持 さ せ る こ と が で き る パ ネ
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ル 保 持 材 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、
請 求 項 １ に 記 載 の サ ッ シ の パ ネ ル 保 持 材 は 、 底 部 ２ ７ と 側 部 ２ ８ と か ら な る 断 面 略 Ｕ 字 状
の パ ネ ル 保 持 材 ２ ０ に お い て 、 該 パ ネ ル 保 持 材 ２ ０ の 高 さ は 、 框 １ ０ の 保 持 材 配 置 溝 １ ４
の 深 さ と 略 同 一 高 さ と し 、 上 記 側 部 ２ ８ の 外 側 は 上 記 保 持 材 配 置 溝 １ ４ を 形 成 す る 框 １ ０
の 框 の パ ネ ル 保 持 部 １ １ と 当 接 し 、 前 記 側 部 ２ ８ の 外 側 に は 、 前 記 框 の パ ネ ル 保 持 部 １ １
に 係 止 す る 係 止 突 部 ２ ５ を 設 け 、 上 記 保 持 材 ２ ０ の 内 側 の 上 部 又 は ／ 及 び 中 間 部 に は 、 パ
ネ ル Ｐ の 平 面 部 Ｐ ａ と 当 接 す る 挟 持 舌 片 ２ ２ を 形 成 す る と 共 に 、 上 記 パ ネ ル 保 持 材 ２ ０ の
内 側 の 下 部 又 は 底 部 に は 、 パ ネ ル Ｐ の 端 面 部 Ｐ ｃ と 当 接 す る 受 舌 片 ２ ３ を 設 け た こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の サ ッ シ の パ ネ ル 保 持 材 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 手 段 に お い て 、 底 部 ２ ７ の 下
部 に 脚 片 ２ ４ を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の サ ッ シ の パ ネ ル 保 持 材 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 手 段 に お い て 、
上 記 挟 持 舌 片 ２ ２ の 素 材 を 軟 質 合 成 樹 脂 と し 、 前 記 挟 持 舌 片 ２ ２ 以 外 の 部 分 の 素 材 は 硬 質
合 成 樹 脂 と し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
【 実 施 例 １ 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
図 ２ は 本 発 明 に 係 る サ ッ シ に 合 成 樹 脂 パ ネ ル を 装 着 し た 状 態 の 水 平 断 面 図 で あ り 、 図 １ は
そ の 要 部 （ パ ネ ル 保 持 材 ２ ０ ） の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 実 施 の 形 態 は 、 引 き 戸 等 の サ ッ シ を 構 成 す る 縦 横 の 框 １ ０ に ガ ラ ス 又 は 合 成 樹 脂 パ ネ ル
Ｐ （ 以 下 、 単 に 「 パ ネ ル Ｐ 」 と い う 。 ） が 装 着 さ れ る 場 合 に 用 い ら れ る パ ネ ル 保 持 材 ２ ０
に 関 し 、 パ ネ ル Ｐ は サ ッ シ に 保 持 さ れ る に 適 当 な 大 き さ で あ り 、 方 形 状 と な っ て い る （ 図
外 ） 。
【 ０ ０ １ １ 】
サ ッ シ を 構 成 す る 縦 框 と 横 框 の 断 面 形 状 は 基 本 的 に は 略 同 一 で あ る こ と か ら 、 図 ２ に 示 す
水 平 断 面 図 を 用 い て 、 縦 框 １ ０ （ 以 下 、 単 に 「 框 １ ０ 」 と い う 。 ） に パ ネ ル Ｐ を 装 着 さ せ
る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
框 １ ０ は パ ネ ル 保 持 部 １ １ と 側 壁 部 １ ２ と を 具 備 し 、 前 記 パ ネ ル 保 持 部 １ １ に は 溝 状 の 保
持 材 配 置 溝 １ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 保 持 材 配 置 溝 １ ４ に は パ ネ ル 保 持 材 ２ ０ の 脚 片
２ ４ （ 後 述 ） が 当 接 す る 底 部 １ ３ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
パ ネ ル 保 持 材 ２ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 断 面 形 状 が 略 コ 字 状 の 硬 質 合 成 樹 脂 部 Ｈ ｈ と 、
該 硬 質 合 成 樹 脂 部 Ｈ ｈ の 両 上 端 部 に 接 合 （ 接 合 部 ２ ６ ） 又 は 一 体 的 に 設 け ら れ る 軟 質 合 成
樹 脂 部 Ｈ ｓ か ら な る 。 硬 質 合 成 樹 脂 部 Ｈ ｈ は 、 底 部 ２ ７ と 、 該 底 部 ２ ７ と 一 体 で 両 側 端 か
ら 上 方 に 立 ち 上 が る よ う に 屈 曲 可 能 に 一 体 成 形 さ れ た 側 部 ２ ８ と 、 前 記 底 部 ２ ７ の 下 部 の
両 側 端 か ら 下 方 に 突 出 す る 脚 片 ２ ４ と 、 該 側 部 ２ ８ の 下 部 位 置 か ら パ ネ ル 保 持 溝 ２ １ 内 に
突 出 す る 湾 曲 状 の 一 対 の 受 舌 片 ２ ３ と 、 図 ２ に 示 す よ う に パ ネ ル 保 持 材 ２ ０ が 保 持 材 配 置
溝 １ ４ 内 に 装 着 さ れ た 状 態 で 、 前 記 パ ネ ル 保 持 部 １ １ の 肩 部 の 下 部 に 係 合 す る 係 止 突 部 ２
５ と 、 か ら な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
そ し て 、 上 記 脚 片 ２ ４ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 パ ネ ル 保 持 材 ２ ０ が 框 の パ ネ ル 保 持 部 １ １
内 に 装 着 さ れ た と き に 前 記 底 部 １ ３ に 当 接 し て 底 部 １ ３ か ら パ ネ ル 保 持 材 ２ ０ を 所 定 高 さ
に 保 持 さ せ る 機 能 を 有 し 、 ま た 、 湾 曲 状 の 受 舌 片 ２ ３ は 、 パ ネ ル 保 持 溝 ２ １ 内 に パ ネ ル Ｐ
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が 保 持 さ れ た と き 、 パ ネ ル Ｐ の 端 面 部 Ｐ ｃ に 直 接 当 接 し て パ ネ ル Ｐ を 弾 性 的 に 支 持 す る こ
と に な る 。 ま た 、 係 止 突 部 ２ ５ が 、 框 の パ ネ ル 保 持 部 １ １ に 係 合 し 、 抜 け 出 る こ と が な く
な る 。
な お 、 パ ネ ル 保 持 材 ２ ０ の 高 さ は 、 保 持 材 配 置 溝 １ ４ の 高 さ （ 深 さ ） と 略 同 一 に 形 成 さ れ
、 ま た 、 パ ネ ル 保 持 材 ２ ０ の 上 端 部 に は 傘 部 、 即 ち 、 パ ネ ル 保 持 材 ２ ０ を パ ネ ル Ｐ と 共 に
保 持 材 配 置 溝 １ ４ 内 に 装 着 し た 状 態 に お い て 、 框 の パ ネ ル 保 持 部 １ １ の 表 面 に 当 接 す る は
み 出 し 部 分 は 形 成 さ れ な い 。 な お 、 パ ネ ル 保 持 材 ２ ０ の 高 さ と は 、 図 １ に も 示 す よ う に 、
脚 片 ２ ４ を 設 け た 場 合 に は 、 脚 片 ２ ４ を も 含 め た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
硬 質 合 成 樹 脂 部 Ｈ ｈ の 左 右 の 両 上 端 部 に は 軟 質 合 成 樹 脂 部 Ｈ ｓ が 装 着 さ れ る こ と は 既 に 述
べ た が 、 そ の 装 着 手 段 と し て は 、 例 え ば 、 二 材 質 成 形 用 金 型 に よ っ て 成 形 時 に 同 時 に 成 形
さ れ る こ と が 望 ま し い 。 そ し て 、 軟 質 合 成 樹 脂 部 Ｈ ｓ は 、 そ の 中 心 側 の パ ネ ル 保 持 溝 ２ １
に 向 け て 、 上 下 に ２ つ の 挟 持 舌 片 ２ ２ が 形 成 さ れ る 。 こ れ ら の 挟 持 舌 片 ２ ２ の 内 、 上 方 の
挟 持 舌 片 ２ ２ は 、 略 水 平 に 、 ま た 、 下 方 の 挟 持 舌 片 ２ ２ は 、 若 干 パ ネ ル 保 持 溝 ２ １ の 中 心
部 に 向 け て 下 が り 気 味 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
そ し て 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 こ れ ら の 上 下 の 挟 持 舌 片 ２ ２ は パ ネ ル Ｐ が パ ネ ル 保 持 溝 ２ １
内 に 内 装 さ れ た 状 態 に お い て は 、 パ ネ ル Ｐ の 両 平 面 Ｐ ａ に 密 着 し 、 パ ネ ル Ｐ を 内 外 の 両 面
か ら 支 持 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 実 施 形 態 の パ ネ ル 保 持 材 ２ ０ を 用 い て サ ッ シ に パ ネ ル Ｐ を 装 着 す る に は 、 パ ネ ル Ｐ の 端
縁 部 に パ ネ ル 保 持 材 ２ ０ を 装 着 し 、 そ の 後 、 パ ネ ル 保 持 材 ２ ０ を 装 着 さ せ た 状 態 で 框 １ ０
の 保 持 材 配 置 溝 １ ４ に 順 次 挿 入 ・ 保 持 さ せ 、 そ の 後 に お い て 各 框 の 端 部 （ コ ー ナ ー 部 ） 同
士 を 連 結 す る こ と で 方 形 状 の サ ッ シ を 構 成 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
実 施 例 １ の 実 施 形 態 に お い て は 、 上 記 構 成 に よ り 、 パ ネ ル Ｐ を 受 舌 片 ２ ３ 、 脚 片 ２ ４ 及 び
挟 持 舌 片 ２ ２ に よ り 、 ど の 方 向 に も パ ネ ル Ｐ の 伸 縮 を 許 容 す る こ と か ら 、 保 持 力 が 優 れ た
サ ッ シ の 実 現 が 可 能 と な り 、 受 舌 片 ２ ３ に よ り パ ネ ル Ｐ の 熱 膨 張 、 寸 法 誤 差 及 び 衝 撃 の 吸
収 を 円 滑 に 行 わ せ る こ と が で き る 。 更 に 、 左 右 の 脚 片 ２ ４ と 底 部 １ ３ と で 形 成 さ れ る 空 間
に よ り 、 パ ネ ル Ｐ に 対 し て 、 緩 衝 作 用 を 高 め る 。
ま た 、 サ ッ シ 内 面 の 受 け 枠 部 分 へ の は み 出 し 部 分 （ 笠 部 ） が な い か ら 、 見 栄 え が よ く ガ ラ
ス 開 口 部 分 （ 光 が と お る 開 口 面 積 ） を 大 き く す る こ と が 可 能 で あ る 。 し た が っ て 、 間 切 り
、 ス ク リ ー ン 、 機 械 カ バ ー に も 樹 脂 パ ネ ル は 使 用 さ れ て い る こ と が 多 い こ と か ら 、 こ れ ら
の 分 野 に も 使 用 が 可 能 と な っ た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 実 施 例 ２ 】
次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 図 ３ を 用 い て 説 明 す る 。
実 施 例 ２ の パ ネ ル 保 持 材 ２ ０ ’ は 、 硬 質 合 成 樹 脂 部 Ｈ ｈ ’ の 左 右 の 両 上 端 部 に は 軟 質 合 成
樹 脂 部 Ｈ ｓ ’ が 一 体 接 合 さ れ る が 、 そ の 接 合 手 段 は 実 施 例 １ と 同 じ で あ る 。 軟 質 合 成 樹 脂
部 Ｈ ｓ は 、 そ の 中 心 側 の パ ネ ル 保 持 溝 ２ １ ’ に 向 け て 、 や や 厚 み の あ る 左 右 １ つ の 挟 持 舌
片 ２ ２ ’ が 形 成 さ れ て い る 点 、 及 び 、 底 部 ２ ７ ’ の 両 側 か ら パ ネ ル 保 持 溝 ２ １ ’ 内 に 突 出
す る 湾 曲 状 の 一 対 の 受 舌 片 ２ ３ ’ が 形 成 さ れ て い る 点 で 実 施 例 １ と 相 違 す る 。 そ し て 、 該
相 違 点 以 外 は 実 質 的 に 実 施 例 １ と 同 じ で あ る こ と か ら 、 図 ２ に お い て 、 実 施 例 １ と 対 応 す
る 構 成 部 材 に は 図 １ に 付 し た 同 一 符 号 を 付 し 、 且 つ 、 該 同 一 符 号 に ダ ッ シ ュ （ ’ ） を 付 与
す る こ と で 説 明 を 省 略 す る 。 実 施 例 ２ に お け る パ ネ ル 保 持 材 ２ ０ ’ の 使 用 方 法 は 実 施 例 １
と 略 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
な お 、 上 記 実 施 例 １ ， ２ に お い て 、 受 舌 片 ２ ３ ， ２ ３ ’ の 形 状 は 左 右 対 称 と し た が 、 左 右
の 形 状 は 非 対 称 と し て も よ く 、 ま た 、 １ 対 で な く 複 数 対 と し て も 良 い な ど 、 種 々 の 形 状 が
考 え ら れ る 。
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ま た 、 上 記 特 許 請 求 の 範 囲 の 記 載 に お い て 、 図 面 と の 対 応 関 係 を 理 解 し 易 く す る た め に 各
構 成 要 素 に 図 面 符 号 を 付 し た が 、 本 発 明 の 構 成 要 素 は 、 図 面 に 記 載 さ れ た 形 状 に 限 定 さ れ
る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 、 上 記 構 成 に よ り 、 パ ネ ル の 膨 張 ・ 伸 縮 や 寸 法 誤 差 を 吸 収 し て 衝 撃 等 の 緩 衝 を 図
る こ と が で き る 。 ま た 、 パ ネ ル 周 縁 部 の 笠 部 を な く し て 意 匠 性 を 向 上 さ せ 、 見 栄 え を よ く
し て 、 ガ ラ ス 開 口 部 分 （ 光 が と お る 開 口 面 積 ） の 大 き い パ ネ ル 保 持 材 を 提 供 す る こ と が で
き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 例 １ の サ ッ シ の パ ネ ル 保 持 材 の 拡 大 断 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の サ ッ シ を 水 平 断 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 例 ２ の サ ッ シ の パ ネ ル 保 持 材 の 拡 大 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
Ｐ ・ ・ パ ネ ル 　 　 Ｐ ｃ ・ ・ パ ネ ル Ｐ の 端 面 部 　 　 Ｐ ａ ・ ・ パ ネ ル Ｐ の 平 面 部
Ｈ ｈ ， Ｈ ｈ ’ ・ ・ 硬 質 合 成 樹 脂 部 　 　 　 Ｈ ｓ ， Ｈ ｓ ’ ・ ・ 軟 質 合 成 樹 脂 部
１ ０ ・ ・ 框 （ 縦 框 ） 　 　 　 　 １ １ ・ ・ 框 の パ ネ ル 保 持 部 　 　 　 　 １ ２ ・ ・ 側 壁 部
１ ３ ・ ・ 底 部 　 　 　 　 　 　 　 １ ４ ・ ・ 保 持 材 配 置 溝
２ ０ ， ２ ０ ’ ・ ・ パ ネ ル 保 持 材 　 　 　 ２ １ ， ２ １ ’ ・ ・ パ ネ ル 保 持 溝
２ ２ ， ２ ２ ’ ・ ・ 挟 持 舌 片 　 　 　 　 　 ２ ３ ， ２ ３ ’ ・ ・ 受 舌 片
２ ４ ， ２ ４ ’ ・ ・ 脚 片
２ ５ ， ２ ５ ’ ・ ・ 係 止 突 部 　 　 　 　 　 ２ ６ ， ２ ６ ’ ・ ・ 接 合 部
２ ７ ， ２ ７ ’ ・ ・ 底 部 　 　 　 　 　 　 　 ２ ８ ， ２ ８ ’ ・ ・ 側 部
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【 図 ３ 】
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